

























































































































































































































































































































































































　「1832 年 12 月 25 日、気候は確かにひどい。夏至は過
ぎたが、毎日雪が丘に降り、谷にはみぞれを伴った雨



































記録している。1833 年 1 月に探検隊の小さなボートに
































































　彼らは夜には、風をよけのために 60cm から 75cm 位
の高さに枝を積み上げ（実はこれでは風はあまりよけ
られないのだが）、砂を掘って、体のすぐ近くに火をた










































　1933 年に発表された 2 番目の研究は、南緯 22 度、東
経 132 度に位置する中央オーストラリアのコカドゥー
川の近くに住んでいる Anmatjera 族と Ilpirra 族に対
して行われた。彼らは彼らの独自の食べ物に加えて、
研究班で出された小麦とレーズンを食べた。枝の風よ








の 400km 西の Liebig 山で同様の環境で暮らす他の部族












　1938 年に発表された 3 論文の最後の研究は、南緯 26
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